
2026年度春学期　統計学　第２回演習の解答例

1936年の米国は大恐慌のさなかで，雑誌を定期購読している人や電話・自動車を所有している人は，
当時としては裕福な人々でした。そのため，調査対象が偏ってしまったのです。

現代でも，少し前ならブログ，現在ならソーシャルメディアで，自分と似た興味関心や政治的立場を
持っている人とつながりを作っていくために，自分と似た考えが世の中の多数であると誤認する「エコー
チェンバー」や，動画サイトで自分が見ている動画と似た傾向の動画ばかりを「おすすめ」されるため
に，自分と異なる立場や考えの情報が入ってこなくなる「フィルターバブル」が，ネット社会の危険性
として問題になっています。
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